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２．当該技術の概要（1,000 字以内） 

「乳酸菌Ｂ240」は、タイ北部で伝統的に食されてきた「ミヤン」という発酵茶から、

東京農業大学の岡田早苗名誉教授らによって単離された植物由来の乳酸菌であり、現地

では「ミヤンを食べると風邪をひかない」と昔から利用されている。 

我々は、乳酸菌 B240 の粘膜免疫賦活作用を検討した結果、小腸のパイエル板に取り込

まれ SIgA 産生増強作用を示すこと、および生菌と死菌ともにその作用を示すことを確認

した。さらに、B240 は基礎検討に於いて、パンデミックインフルエンザウイルス、肺炎

球菌やサルモネラによる感染を防御することも確認している。 

一方、ヒトにおいても乳酸菌 B240 摂取により、唾液中 IgA 分泌を促進することや菌数

依存的に風邪罹患割合を抑制することも実証した。 

これまで構築してきたエビデンスから、粘膜のコンディションを保護し、免疫力を高

めることで、風邪への感染予防が期待されるだけでなく、新型インフルエンザや肺炎、

食中毒対策などの効果等用途はさらに広がる可能性があると考える。 

コンディションを維持するためには免疫能を高めることに加えて，疲労を蓄積させな

いことや，何らかの負荷がかかった後のすばやいリカバリーも望まれる。これまでの我々

の研究結果では分岐鎖アミノ酸（BCAA）の摂取により運動後の疲労感や筋痛を軽減する

ことや，繰り返し運動した場合の筋力低下を軽減することを確認している。また，ホエ
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イプロテインを運動直後に摂取することで，骨格筋量や筋力を増加させる効果も確認し

ており，BCAA やホエイプロテインの摂取は疲労の蓄積やリカバリーにも役立つことが期

待される。さらに、乳酸菌 B240 とタンパク質を同時に摂取することで粘膜免疫をさらに

高める効果も本研究で示されている。 

実応用場面としても、インドネシア ジャカルタでのアジア大会において、多くのアス

リートが体調管理やコンディション維持のため乳酸菌 B240 とホエイプロテイン、BCAA

を含む食品を摂取し、万全の態勢で試合に臨み結果を出している。 

このように，大会をひかえたアスリートだけでなく、風邪に罹患しやすい高齢者はも

ちろん、受験生や休むことのできないビジネスマンなど、大切な時期に体調管理を心が

けたい多くの方のコンディション維持のサポートに、乳酸菌Ｂ240 とホエイプロテイン

及び BCAA を組み合わせた食品はコンディショニングフードとして貢献するものと期待

される。 
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